
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
法
律
家
養
成
教
育
現
状
と
そ
の
未
来

本
稿
は
、
カ
レ
ッ
ジ
・
オ
プ
・
ロ
ー
の
首
席
講
師
で
あ
る
ニ
コ
ラ
ス
・
オ
レ
イ
氏
を
招
い
て
、
関
西
大
学
法
学
部
及
び
プ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
カ
ウ
ン
シ

ル
の
主
催
で
行
わ
れ
た
セ
ミ
ナ
ー
に
お
い
て
、
法
律
家
養
成
教
育
の
概
観
を
解
説
す
る
た
め
の
参
考
資
料
と
し
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
す
で
に
公
表

(
1
)
 

し
た
拙
稿
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
法
文
化
と
法
学
教
育
」
の
一
部
を
下
敷
に
し
て
大
幅
に
加
筆
し
、
新
た
な
情
報
や
統
計
等
の
数
値
を
加
え
た
。

現
在
、
日
本
で
も
法
学
教
育
改
革
の
議
論
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。
学
部
段
階
で
の
法
学
教
育
を
基
盤
と
し
て
、
そ
れ
に
付
加
す
る
形
で
組
織
的
な

実
務
教
育
を
積
み
上
げ
て
い
く
と
い
う
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
方
法
は
、
日
本
の
法
学
教
育
の
伝
統
に
ア
メ
リ
カ
の
ロ
ー
・
ス
ク
ー
ル
よ
り
も
明
ら
か
に
適
合

的
で
あ
り
、
も
っ
と
注
目
さ
れ
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
が
、
あ
え
て
二
番
煎
じ
の
本
稿
を
資
料
と
し
て
公
表
す
る
理
由
で
あ
る
。

本
稿
の
記
述
に
お
い
て
特
に
注
意
を
要
す
る
の
は
、
第
四
章
に
お
け
る
大
法
官
法
学
教
育
及
び
行
動
助
言
委
員
会
の
第
一
レ
ポ
ー
ト
で
提
示
さ
れ
た
法

学
教
育
改
革
の
新
ス
キ
ー
ム
が
、
そ
の
後
の
状
況
の
変
化
に
よ
り
現
在
そ
の
実
施
を
見
合
わ
せ
る
と
い
う
状
況
に
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
原
因
は
、
な

お
確
認
を
要
す
る
が
、
主
と
し
て
ソ
リ
シ
タ
と
バ
リ
ス
タ
に
共
通
の
学
部
教
育
後
の
課
程
を
設
定
す
る
こ
と
が
、
む
し
ろ
そ
の
後
の
法
律
家
の
業
務
の
多

様
性
に
急
激
な
進
展
に
伴
い
、
必
ず
し
も
実
践
的
な
対
応
と
な
ら
な
い
こ
と
が
理
由
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
ソ
リ
シ
タ
の
業
務
に
お
い
て
も
、

地
方
都
市
に
お
け
る
個
人
顧
客
を
主
た
る
対
象
と
し
た
伝
統
的
な
実
務
と
、
ロ
ン
ド
ン
の
シ
テ
ィ
の
大
規
模
な
ロ
ー
フ
ァ
ー
ム
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
関
係

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
法
律
家
養
成
教
育
1

現
状
と
そ
の
未
来

は

じ

め

に

齋

一
三
五

藤

（
九
七
七
）

彰



な
養
成
の
伝
統
に
は
定
評
が
あ
る
。

て
九
六
年
の
バ
リ
ス
タ
の
有
資
格
者
一
七
三

0
0
人
、
独
立
開
業
し
て
い
る
者
が
八
九
三
五
人
で
あ
る
。

良
質
の
法
律
家
の
大
量
生
産
と
い
う
意
味
で
、
法
学
教
育
に
つ
い
て
特
に
注
目
す
べ
き
は
ソ
リ
シ
タ
で
あ
る
。
そ
の
養
成
教
育
は
、
職
業
的
教
育
段
階

を
も
含
め
て
大
幅
に
大
学
へ
と
移
り
つ
つ
あ
る
。
す
で
に
学
部
教
育
は
ほ
ぼ
完
全
に
大
学
に
移
っ
て
い
る
。
職
業
的
教
育
段
階
の
最
大
手
の
プ
ロ
バ
イ

ダ
ー
は
、
実
務
家
団
体
の
運
営
す
る
学
校
で
あ
る
が
、
大
学
に
よ
る
供
給
が
現
在
急
増
し
つ
つ
あ
る
。

法
学
教
育
は
、
学
部
教
育
を
中
心
と
し
て
行
わ
れ
、
そ
れ
を
改
め
る
意
見
は
存
在
し
な
い
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
、
日
本
が
西
欧
か
ら
法
律
制
度
を
継
受

し
た
際
に
大
き
く
影
響
を
受
け
た
国
の
―
つ
で
あ
り
、
英
米
法
シ
ス
テ
ム
の
元
祖
と
し
て
実
践
重
視
の
法
文
化
と
優
れ
た
法
律
家
の
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク

で
あ
る
が
、

与
え
て
く
れ
る
と
信
じ
る
か
ら
で
あ
る
。

（
九
七
八
）

の
顧
客
の
た
め
の
実
務
と
の
間
に
は
非
常
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ニ
コ
ラ
ス
・
オ
レ
イ
氏
も
将
来
に
お
い
て
、
ソ
リ
シ
タ
の
養
成
教
育

に
関
連
し
て
、
そ
う
し
た
業
務
内
容
の
違
い
に
対
応
し
た
異
な
っ
た
コ
ー
ス
設
定
の
必
要
性
を
提
示
さ
れ
た
。
法
律
業
務
の
進
化
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で

は
ま
す
ま
す
加
速
し
て
き
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
あ
え
て
第
四
章
を
本
稿
か
ら
削
除
し
な
か
っ
た
の
は
、
そ
こ
で
検
討
さ
れ
提
示
さ
れ
た

基
本
的
な
考
え
の
多
く
の
部
分
は
共
通
認
識
と
し
て
現
在
も
支
配
力
を
有
し
て
お
り
、
日
本
の
法
学
教
育
改
革
を
考
え
る
う
え
で
、
な
お
多
く
の
示
唆
を

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
法
律
家
養
成
教
育

法
廷
で
弁
論
を
行
う
こ
と
を
主
要
な
業
務
と
す
る
バ
リ
ス
タ
の
数
は
、
現
在
で
も
日
本
の
弁
護
士
よ
り
少
な
い
。
彼
ら
は
、
高
い
権
威
を
有
す
る
、
強

い
独
自
性
を
持
つ
文
化
に
守
ら
れ
た
少
人
数
の
特
殊
専
門
職
業
集
団
で
あ
り
、
政
府
・
行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
い
う
意
味
で
も
、
現
在
も
重
要
な
地
位

を
占
め
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
数
や
職
域
が
最
近
急
激
に
変
化
し
て
い
る
の
は
、
法
廷
に
限
定
さ
れ
ず
に
社
会
の
中
で
法
律
を
駆
使
す
る
ソ
リ
シ
タ
で

(
2
)
 

あ
り
、
バ
リ
ス
タ
自
体
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
変
化
を
し
て
き
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
現
在
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
人
口
は
約
五
二

0
0
万
人

一
九
九
八
年
七
月
現
在
ソ
リ
シ
タ
の
有
資
格
者
九
五
五
ニ
―
人
う
ち
実
務
許
可
証
を
有
す
る
も
の
が
七
五

0
七
二
人
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
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③
法
律
家
団
体
の
監
督
の
も
と
に
法
律
事
務
所
等
で
行
わ
れ
る

0
J
T
の
段
階

ソ
リ
シ
タ
の
場
合
ー
法
律
実
務
課
程

L
e
g
a
l
Practice C
o
u
r
s
e
 

(2) (1) 

大
学
法
学
部
に
お
け
る
学
問
的
教
育
段
階

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
法
曹
養
成
教
育
は
、
以
下
の
三
段
階
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

大
学
そ
の
他
の
学
校
で
行
わ
れ
る
ス
ク
ー
リ
ン
グ
に
よ
る
職
業
教
育
段
階

バ
リ
ス
タ
の
場
合
1

バ
ー
職
業
課
程

B
a
r
V
o
c
a
t
i
o
n
a
l
 C
 0日
se

九
六
年
法
学
部
卒
業
生
は
九
九
九
八
人
で
あ
る
。
九
四
|
九
五
年
の
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
連
合
王
国
出
身
の
法
学
部
在
学
生
の
九
割
以
上
が
奨
学
金
を
得

(
3
)
 

て
い
る
。
九
六
年
の
デ
ー
タ
で
は
、
ソ
リ
シ
タ
に
な
る
た
め
の
法
律
実
務
課
程
L
P
C
入
学
者
六
九
ニ
―
人
う
ち
合
格
者
四
七
七
五
人
、
同
年
ト
レ
イ

ニ
ー
契
約
を
得
た
者
四
＿
―
-
八
八
人
、
そ
し
て
新
規
許
可
者
四
六
二

0
人
で
あ
る
。
同
じ
く
九
五
年
の
バ
リ
ス
タ
に
な
る
た
め
の
バ
ー
職
業
課
程
入
学
者
一

一
三
八
人
、

0
J
T
で
あ
る

P
u
p
i
l
l
a
g
e
の
席
を
得
た
者
七
0
0
人
、
最
終
的
に
独
立
開
業
し
た
者
が
そ
の
六
割
程
度
の
人
数
と
さ
れ
て
い
る
。
短
期
間

に
教
育
規
模
が
か
な
り
拡
大
し
て
お
り
、
九
七
年
に
法
学
部
新
入
生
が
一
―

0
0
0
人
、
ソ
リ
シ
タ
資
格
の
新
規
許
可
者
は
五
六
八
五
人
と
な
っ
て
い
る
。

法
学
教
育
全
般
に
関
し
て
は
「
大
法
官
法
学
教
育
及
び
行
動
助
言
委
員
会

(
A
C
L
E
C
)
」
の
提
案
が
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
が
、
資
格
取
得
の
た

め
の
要
件
を
定
め
る
一
次
的
な
権
限
は
現
在
で
も
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
家
団
体
の
権
限
に
属
し
、
バ
リ
ス
タ
と
ソ
リ
シ
タ
で
別
の
資
格
要
件
を
満
た
す
こ
と

が
必
要
と
さ
れ
る
。
現
在
両
法
律
家
の
資
格
認
定
要
件
の
差
は
小
さ
く
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
大
学
教
育
を
終
え
た
後
の
職
業
的
教
育
段
階
で
は
今
な
お

そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
教
育
方
法
が
取
ら
れ
る
。

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
法
律
家
養
成
教
育
1

現
状
と
そ
の
未
来

一
三
七

（
九
七
九
）



く
な
い
。

! 

三
段
階
の
法
律
家
養
成
プ
ロ
セ
ス

学
問
的
教
育
段
階

~ 
学
部
教
育
ー
ー
バ
リ
ス
タ
・
ソ
リ
シ
タ
共
通

一
三
八

（
九
八

0
)

大
学
法
学
教
育
は
学
部
教
育
と
し
て
設
定
さ
れ
る
教
養
科
目
な
し
の
三
年
間
の
課
程
が
原
型
で
あ
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
大
学
の
伝
統
に
お
い
て
法
律

学
は
そ
の
中
心
に
位
置
す
る
学
問
で
は
な
く
、
特
殊
職
業
技
能
養
成
の
た
め
の
実
践
的
教
育
の
場
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
。
大
学
の
中
心
は
A
r
t

学
部
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
非
常
に
幅
広
い
科
目
が
供
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
た
め

A
r
t
学
部
を
卒
業
し
て
か
ら
法
学
部
に
進
学
す
る
学
生
も
伝
統
的
に
か

な
り
存
在
し
て
い
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
、
長
期
の
大
学
教
育
を
受
け
る
こ
と
は
一
種
の
ス
テ
イ
タ
ス
で
あ
り
、
複
数
の
学
士
号
を
有
す
る
者
は
珍
し

法
律
家
へ
の
道
が
開
か
れ
て
い
る
法
学
士
号
L
L
B
は
「
法
律
家
資
格
の
た
め
の
法
学
位

Q
u
a
l
i
f
y
i
n
g
L
a
w
 D
e
g
r
e
e
」
と
よ
ば
れ
、
そ
れ
を
取
得
す

る
に
は
、
実
務
家
団
体
に
よ
っ
て
認
定
さ
れ
た
大
学
等
で
提
供
さ
れ
る
課
程
に
お
い
て
一
定
の
法
律
科
目
を
履
修
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
。
現

在
、
大
法
官
法
学
教
育
及
び
行
動
助
言
委
員
会
も
法
学
教
育
全
般
に
つ
い
て
大
き
な
発
言
力
を
持
つ
が
、
そ
の
見
直
し
作
業
中
、
大
学
法
学
教
師
協
会

(
S
P
T
L
)

の
反
対
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
バ
リ
ス
タ
と
ソ
リ
シ
タ
の
団
体
の
教
育
を
受
け
持
つ
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
の
共
同
で
、
大
学
で
教
育
を
受
け
る
べ

(
4
)
 

き
と
さ
れ
て
き
た
六
つ
の
「
核

C
o
r
e
」
科
目
を
、
七
つ
の
基
礎
的
科
目
に
変
更
す
る
声
明
が
九
五
年
一
月
に
出
さ
れ
、
科
目
と
し
て
は
欧
州
連
合
法
が

追
加
さ
れ
た
。
具
体
的
な
モ
デ
ル
シ
ラ
バ
ス
や
最
低
授
業
時
間
は
規
定
さ
れ
な
く
な
っ
た
が
、
法
律
科
目
の
学
習
が
大
学
学
部
教
育
全
体
に
お
け
る
学
生

の
学
習
量

w
o
r
k,
 
l
o
a
d
に
対
し
て
、
三
年
間
の
課
程
に
お
い
て
は
二
分
の
一
以
上
を
占
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
七
つ
の
基
礎
科
目
の
学
習
量
は
一
八
分

(
5
)
 

の
七
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
基
礎
的
な
法
律
的
調
査
を
行
う
技
術
も
習
得
す
る
必
要
が
定
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
た
め
独
立
の
科

目
を
設
け
る
必
要
は
な
く
法
律
の
学
習
の
中
で
教
授
さ
れ
て
も
よ
い
。
七
つ
の
基
礎
的
科
目
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

関
法
第
四
九
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六
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債
務
法

I
（
契
約
法
及
び
不
当
利
得
法
）
、
債
務
法
11
（
不
法
行
為
法
）
、
刑
事
法
、
衡
平
法
及
び
信
託
法
、
欧
州
連
合
法
、
物
権
法
、
公
法
（
憲
法

及
び
行
政
法
）

こ
れ
ら
は
基
礎

F
o
u
n
d
a
t
i
o
n
と
い
う
語
感
と
は
異
な
る
か
な
り
幅
広
い
要
求
で
あ
り
、
決
し
て
ミ
ニ
マ
ム
を
定
め
る
も
の
と
は
い
え
な
い
。
こ
れ
に

対
し
、
学
生
の
自
主
性
を
尊
重
し
た
も
っ
と
自
由
な
勉
強
の
仕
方
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
と
の
有
力
な
反
論
も
出
さ
れ
て
い
る
。
実
際
の
平
均
的
な
大
学

(
6
)
 

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、
習
得
科
目
は
一
年
間
で
四
ー
五
科
目
と
な
る
。

学
部
段
階
の
法
学
教
育
を
提
供
す
る
機
関
は

L
a
w
S
c
h
o
o
l
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
増
え
て
お
り
、
全
体
で
約
―

1
0
0
0
人
（
う
ち
留
学
生
約
一
八
〇

(
7
)
 

0
名
）
の
新
入
生
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
法
律
家
資
格
取
得
に
つ
な
が
る
法
学
位
を
得
る
こ
と
の
で
き
る
学
部
教
育
課
程
は
、
現
在
、

全
日
制
〔
―
―
-
！
四
年
〕
の
課
程
が
八
一
の
大
学
と
五
つ
の
カ
レ
ッ
ジ
で
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
（
四
ー
六
年
）
の
課
程
が
二
八
大
学
で
、
通
信
教
育
が
一
大
学

で
、
そ
れ
ぞ
れ
提
供
さ
れ
て
い
る
。
個
々
の

L
a
w
S
c
h
o
o
l
の
学
生
数
は
、
日
本
の
法
学
部
と
比
較
し
て
、
か
な
り
少
人
数
で
あ
る
。
大
学
段
階
に
お
け

る
教
育
は
、
バ
リ
ス
タ
・
ソ
リ
シ
タ
双
方
に
共
通
の
も
の
と
す
る
姿
勢
が
現
在
取
ら
れ
て
い
る
。
大
学
を
卒
業
せ
ず
に
資
格
を
取
得
す
る
ル
ー
ト
も
存
在

す
る
が
、
大
学
卒
業
者
が
多
数
を
占
め
る
。
九
七
ー
九
八
年
の
ソ
リ
シ
タ
資
格
の
新
規
取
得
者
は
五
六
八
五
名
で
あ
り
、
そ
の
七
五
％
が
大
学
卒
業
資
格

を
も
と
に
、
二

0
％
は
海
外
の
法
律
家
資
格
や
バ
リ
ス
タ
の
資
格
を
も
と
に
、
資
格
を
得
て
い
る
。
注
目
す
ぺ
き
は
、
大
学
卒
七
五
％
の
内
訳
が
、
法
学

部
卒
四
五
％
に
対
し
他
学
部
卒
三

0
％
と
な
っ
て
お
り
、
他
学
部
卒
の
比
率
が
か
な
り
高
い
こ
と
で
あ
る
。
他
学
部
出
身
者
は
、
後
述
の

P
g
D
L
/
C
P
E

(
8
)
 

と
呼
ば
れ
る
「
転
換
コ
ー
ス
」
を
経
由
し
て
資
格
を
取
得
す
る
。
ま
た
、
バ
リ
ス
タ
か
ら
の
転
向
も
ニ
・
六
％
一
四
六
名
に
の
ぼ
る
。

~ 
他
学
部
か
ら
の
進
路
変
更

他
学
部
の
学
位
を
持
つ
者
で
法
律
家
に
な
る
こ
と
を
希
望
す
る
者
は
、

P
o
s
t
g
r
a
d
u
a
t
e
D
i
p
l
o
m
a
 in L
a
w
 (
P
g
D
L
)
ま
た
は

C
o
m
m
o
n
Profession ,
 

(
9
)
 

al 
E
x
a
m
i
n
a
t
i
o
n
 (
C
P
E
)
と
呼
ば
れ
る
一
年
間
の
「
転
換
コ
ー
ス

C
o
n
v
e
r
s
i
o
n
C
o
u
r
s
e
」
を
終
え
職
業
的
教
育
段
階
に
移
行
す
る
。
こ
れ
ら
は
、
法
律

家
団
体
の
学
校
や
様
々
な
大
学
等
で
提
供
さ
れ
る
一
年
間
の
課
程
で
、
「
法
律
家
資
格
の
た
め
の
法
学
位
」
に
よ
っ
て
カ
バ
ー
さ
れ
る
べ
き
七
つ
の
基
礎

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
法
律
家
養
成
教
育
ー
ー
ー
現
状
と
そ
の
未
来

一
三
九

（
九
八
一
）



（
九
八
二
）

科
目
と
―
つ
の
選
択
領
域
の
教
育
か
ら
成
る
。

P
g
D
L
は
、
大
学
院
レ
ベ
ル
に
位
置
付
け
ら
れ
る
学
位
で
あ
り
、
提
供
す
る
教
育
機
関
に
よ
っ
て
、
斬
新

(10) 

な
内
容
の
も
の
や
法
学
修
士
等
の
大
学
院
の
正
規
の
コ
ー
ス
に
途
中
か
ら
進
路
変
更
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
課
程
で
は
、
法
学

部
を
卒
業
す
る
よ
り
短
期
間
で
大
学
段
階
の
法
学
教
育
を
終
え
ら
れ
る
た
め
、
「
近
道

S
h
o
r
t,
 
C
u
t
s
」
と
な
り
十
分
な
法
学
教
育
が
行
え
て
い
な
い
と
の

(11) 

有
力
な
批
判
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
批
判
を
受
け
入
れ
、
大
法
官
法
学
教
育
及
び
行
動
助
言
委
員
会
が
九
六
年
に
公
表
し
た
新
ス
キ
ー
ム
に
お
い
て
は
、
こ

れ
を
二
年
間
の
も
の
に
置
き
換
え
る
提
案
が
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
す
で
に
九
七
年
段
階
で

P
g
D
L
/
C
P
E
に
替
え
る
こ
と
の
で
き
る
二
年
間
の
上
級
法

(12) 

学
位

S
e
n
i
o
r
Status L
a
w
 D
e
g
r
e
e
の
課
程
が
、

O
x
b
r
i
d
g
e
を
含
む
一
六
の
教
育
機
関
で
提
供
さ
れ
て
い
る
。

他
学
部
卒
業
者
を
法
律
家
へ
と
導
く
正
規
の
教
育
ル
ー
ト
を
用
意
す
る
こ
と
は
、
様
々
な
拡
大
す
る
法
律
的
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
多
様
な
人
材
の
確
保
と

い
う
視
点
か
ら
も
、
職
業
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
民
主
化
・
公
平
化
と
い
う
視
点
か
ら
も
、
日
本
の
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
構
想
に
お
い
て
決
し
て
外
す
こ
と
の
で
き

な
い
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
そ
し
て
、
現
在
、
実
際
に
こ
の
ル
ー
ト
に
よ
り
多
く
の
者
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
法
律
家
資
格
を
取
得
し
て
お
り
、
そ
れ

(13) 

は
そ
う
し
た
ニ
ー
ズ
の
明
確
な
存
在
を
示
し
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
の
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
が
大
学
院
レ
ベ
ル
の
課
程
で
あ
る
た
め
、
学
部
段
階
で
法
律
以
外
の
勉
強
を
し
て
き
た
者
を
受
け
入
れ
て
き
た
こ
と
が
、

幅
広
い
も
の
の
見
方
や
多
様
な
人
材
の
確
保
に
寄
与
し
て
い
る
点
は
、
繰
り
返
し
強
調
さ
れ
て
き
た
。
転
換
コ
ー
ス
の
整
備
は
、
そ
れ
と
同
様
の
メ
リ
ッ

ト
を
、
学
部
法
学
教
育
に
う
ま
く
取
り
入
れ
る
方
法
で
も
あ
る
。
ま
た
、
外
国
の
学
生
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
法
律
家
資
格
に
ア
ク
セ
ス
す
る
た
め
も
好
都

合
で
あ
る
。
日
本
に
お
い
て
は
、
講
義
を
中
心
と
し
た
、
二
年
間
の
法
学
修
士
を
取
得
で
き
る
課
程
と
し
て
構
成
す
る
こ
と
が
最
も
適
切
で
あ
ろ
う
。

: 
職
業
教
育
過
程

~ 
職
業
教
育
課
程
は
、
バ
リ
ス
タ
と
ソ
リ
シ
タ
で
異
な
る
。
バ
リ
ス
タ
に
な
る
場
合
に
は
、
「
バ
ー
職
業
教
育
課
程

B
a
r
V
o
c
a
t
i
o
n
a
l
 C
o
u
r
s
e
 (
B
V
C
)
」

と
呼
ば
れ
る
一
年
間
の
職
業
的
教
育
段
階
に
進
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
課
程
は
バ
リ
ス
タ
団
体
の
運
営
す
る
学
校
で
あ
る

I
C
L
S
の
み
が
提
供

バ
ー
職
業
課
程

B
v
c
[パ
リ
ス
タ
を
目
指
す
場
合
]

関
法
第
四
九
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(14) 

し
て
き
た
が
、
現
在
で
は

B
a
r
C
o
u
n
c
i
l
が
認
め
た
他
の
教
育
機
関
で
受
講
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
の
課
程
終
了
後
、
バ
リ
ス
タ
の
事
務
所

で
あ
る
チ
ャ
ン
バ
ー
に
お
い
て
、
一
年
間
の

0
J
T
で
あ
る

P
u
p
i
l
l
a
g
e
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
。
バ
ー
職
業
教
育
課
程
へ
の
申
請
者
は
九
五
年
に
お
い

(15) 

て
一
四
五
六
名
で
あ
り
、
一
―
三
八
名
が
入
学
を
認
め
ら
れ
、
そ
の
九
割
が
課
程
を
無
事
に
終
了
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
九
五
年
に
は
約
七
0
0名
分
の

(16) 

P
u
p
i
l
l
a
g
e
の
席
が
用
意
さ
れ
、
そ
の
六
割
程
度
が
何
れ
か
の
チ
ャ
ン
バ
ー
に
お
い
て
事
務
所
を
得
た
と
推
測
さ
れ
る
。

! ソ
リ
シ
タ
を
目
指
す
学
生
は
、
現
在
、
法
学
部
卒
業
後
、

L
a
w
S
o
c
i
e
t
y
が
運
営
す
る

C
o
l
l
e
g
e
o
f
 L
a
w
や
各
大
学
等
で
提
供
さ
れ
る
「
法
律
実
務

(17) 

課
程

L
e
g
a
l
Practice C
o
u
r
s
e
 (
L
P
C
)
」
と
呼
ば
れ
る
一
年
間
の
課
程
に
進
む
必
要
が
あ
る
。
九
七
年
に
法
学
部
を
卒
業
し
た
者
は
八
八
九
二
名
で
あ

る
。
法
律
実
務
課
程
の
九
八
ー
九
九
年
の
定
員
は
、
全
日
制
六
九
三
八
人
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
ー
ニ
八
六
人
で
あ
り
、
ソ
リ
シ
タ
団
体
の
学
校
で
あ
る

C
o
l
l
e
g
e
 o
f
 L
a
w
の
他
二
三
大
学
で
提
供
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
ソ
リ
シ
タ
に
な
る
た
め
の
最
終
的
な
職
業
的
教
育
段
階
は
、
ソ
リ
シ
タ
の
事
務
所

で
ト
レ
イ
ニ
ー
と
し
て

0
J
T
を
受
け
る
こ
と
で
あ
る
。
九
七
年
に
ト
レ
イ
ニ
ー
・
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
を
得
た
者
は
四
八
二
六
人
で
あ
る
。
ト
レ
イ
ニ
ー
・

コ
ン
ト
ラ
ク
ト
は
通
常
二
年
間
で
あ
り
、
ト
レ
イ
ニ
ー
の
平
均
給
与
は
一
四
三
八
ニ
ボ
ン
ド
（
三

0
0
万
円
程
度
）
で
あ
る
。

： ； 
法
律
実
務
課
程
L
P
C
[
ソ
リ
シ
タ
を
目
指
す
場
合
]

一
四

P
u
p
i
l
l
a
g
e
に
お
い
て
バ
リ
ス
タ
を
志
望
す
る
者
は
、

P
u
p
i
l
m
a
s
t
e
r
と
呼
ば
れ
る
経
験
五
年
以
上
の
バ
リ
ス
タ
に
つ
い
て
そ
の
チ
ャ
ン
バ
ー
に
お
い

て
オ
ン
・
ザ
・
ジ
ョ
プ
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
る
。

P
u
p
i
l
l
a
g
e
は
前
半
六
ヶ
月
と
後
半
六
ヶ
月
に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の

P
u
p
i
l
m
a
s
t
e
r
に
つ

い
て
教
育
を
受
け
る
。
前
半
と
後
半
で
別
の
チ
ャ
ン
バ
ー
に
お
い
て

P
u
p
i
l
l
a
g
e
を
受
け
る
こ
と
も
よ
く
あ
る
。
バ
リ
ス
タ
の
業
務
は
専
門
性
を
有
す
る

の
で
、

P
u
p
i
l
m
a
s
t
e
r
の
業
務
内
容
に
よ
っ
て

P
u
p
i
l
l
a
g
e
は
内
容
的
に
様
々
な
も
の
と
な
る
。
学
生
は
あ
る
程
度
将
来
の
専
門
領
域
を
確
定
し
て

P
u
p
i
l
l
a
g
e
の
申
込
み
を
行
う
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
各
チ
ャ
ン
バ
ー
が
大
学
の
夏
休
み
の
期
間
に
学
生
に
提
供
す
る

Mini,
 
P
u
p
i
l
l
a
g
e
と
い
う
約
一

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
法
律
家
養
成
教
育
1

現
状
と
そ
の
未
来

バ
リ
ス
タ
ー
ー
Pupi
―lage

実
務
研
修

（
九
八
三
）



（
九
八
四
）

(18) 

週
間
に
渡
る
入
門
的
職
業
体
験
の
機
会
を
ニ
ー
三
回
利
用
す
る
こ
と
が
奨
励
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

P
u
p
i
l
l
a
g
e
F
a
i
r
を
利
用
し
そ
こ
に
参
加
し
て
い
る

様
々
な
チ
ャ
ン
バ
ー
の
業
務
に
つ
い
て
の
情
報
を
得
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
最
も
包
括
的
な
情
報
は

B
a
r
C
o
u
n
c
i
l
に
よ
り
毎
年
発
行
さ
れ
る

「C
h
a
m
b
e
r
s
,
P
u
p
i
l
l
a
g
e
 &
 Aw
a
r
d
s
 H
a
n
d
b
o
o
k
」
と
い
う
冊
子
を
入
手
す
る
こ
と
に
よ
り
得
ら
れ
、
そ
こ
に
は
奨
学
金
の
情
報
も
集
め
ら
れ
て
い

(19) 

る
。
申
請
方
法
は
、

B
a
r
C
o
u
n
c
i
l
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
る

P
A
C
H
が
集
中
的
に
取
り
扱
う
よ
う
に
な
り
合
理
化
さ
れ
、
申
請
書
類
を
デ
ィ
ス
ク
で
提

出
す
る
こ
と
に
よ
り
―

1
0ま
で
の
チ
ャ
ン
バ
ー
に

P
~
C
Hか
ら
書
類
を
送
っ
て
も
ら
え
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
参
加
し
な
い
少
数
の
チ
ャ
ン

バ
ー
に
は
各
自
で
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
申
請
者
は
各
チ
ャ
ン
バ
ー
に
お
け
る
書
類
審
査
の
後
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
る
の
が
通
常
で
あ
り
、
場
合

最
初
の
六
ヶ
月
は
主
と
し
て

P
u
p
i
l
m
a
s
t
e
r
や
同
じ
チ
ャ
ン
バ
ー
の
他
の
バ
リ
ス
タ
の
仕
事
を
観
察
し
補
助
す
る
こ
と
に
よ
り
学
習
す
る
。
大
量
の
法

律
的
調
査
、
書
類
の
読
解
、
書
類
の
作
成
と
い
っ
た
作
業
が
含
ま
れ
る
。
こ
の
六
ヶ
月
を
無
事
に
終
了
す
る
と
自
分
自
身
で
仕
事
を
引
き
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
許
可
証
が
発
行
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
後
半
六
ヶ
月
は
非
常
に
重
要
で
あ
り
、
こ
の
段
階
か
ら
自
分
の
顧
客
を
持
ち
裁
判
所
で
業
務
を
行
う
こ
と

に
よ
っ
て
、
自
分
の
バ
リ
ス
タ
と
い
う
職
業
に
お
け
る
評
価
を
築
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

P
u
p
i
l
l
a
g
e
の
間
に

B
a
r
C
o
u
n
c
i
l
に
よ
る
二
つ
の
必
修
の
コ
ー
ス
が
用
意
さ
れ
、

P
u
p
i
ー
は
全
員
そ
れ
に
参
加
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
る
。
一

つ
は
弁
護
に
関
す
る
も
の
で
、
も
う
―
つ
は
財
政
な
ど
バ
リ
ス
タ
業
務
の
経
営
に
つ
い
て
実
践
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

1 
ソ
リ
シ
タ
ー
—
ト
レ
イ
ニ
ー
・
コ
ン
ト
ラ
ク
ト

ソ
リ
シ
タ
に
な
る
者
は
、

L
P
C
を
終
え
た
後
二
年
間
の
ト
レ
イ
ニ
ー
・
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
を
ソ
リ
シ
タ
の
フ
ァ
ー
ム
と
締
結
す
る
必
要
が
あ
り
、
さ
ら

に
複
数
の
大
学
等
の
教
育
機
関
に
お
い
て
提
供
さ
れ
る
「
専
門
的
技
術
課
程

Professional
Skills C
o
u
r
s
e
」
と
呼
ば
れ
る
コ
ー
ス
を
受
講
し
試
験
に
合

(20) 

格
す
る
必
要
が
あ
る
。

現
在
で
は
ソ
リ
シ
タ
の
フ
ァ
ー
ム
も
様
々
で
あ
り
、
専
門
化
し
た
巨
大
フ
ァ
ー
ム
が
脚
光
を
浴
び
る
一
方
で
、
従
来
の
よ
う
に
様
々
な
法
律
業
務
を
個

人
顧
客
を
主
た
る
対
象
と
し
て
供
給
す
る
地
方
の
フ
ァ
ー
ム
も
健
在
で
あ
る
。
フ
ァ
ー
ム
ご
と
の
状
況
が
か
な
り
異
な
る
た
め
、
具
体
的
に
知
る
に
は
バ

に
よ
っ
て
は
筆
記
試
験
が
行
わ
れ
る
。

関
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(21) 

リ
ス
タ
の
場
合
と
同
様

s
gn
m
e
r
 p
l
a
c
e
m
e
n
t
と
呼
ば
れ
る
機
会
を
利
用
し
実
際
に
フ
ァ
ー
ム
に
滞
在
す
る
の
が
最
も
よ
い
方
法
と
い
え
る
。
大
き
な

フ
ァ
ー
ム
で
は
二
年
間
の
実
習
期
間
を
幾
つ
か
の
部
分
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
ト
レ
イ
ナ
ー
に
つ
い
て
種
類
の
違
う
業
務
を
経
験
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り

(22) 

将
来
の
専
門
を
決
定
さ
せ
て
い
く
方
法
を
と
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
こ
う
し
た
シ
テ
ィ
な
ど
の
大
フ
ァ
ー
ム
に
比
較
し
、
最
近
で
は
地
方
の
小
フ
ァ
ー
ム
の

方
が
様
々
な
種
類
の
法
律
業
務
を
扱
う
た
め
、
か
え
っ
て
ソ
リ
シ
タ
の
業
務
全
般
に
つ
い
て
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
受
け
ら
れ
る
と
の
意
見

(23) 

も
あ
る
。

ト
レ
イ
ニ
ー
を
終
え
て
新
た
に
資
格
を
認
め
ら
れ
ソ
リ
シ
タ
の
平
均
年
齢
は
九
七
ー
九
八
年
で
二
九
・
六
歳
で
あ
り
、
三

0
歳
以
上
で
資
格
を
取
得
す

(24) 

る
者
は
四
0
％
を
超
え
高
齢
化
す
る
傾
向
に
あ
る
が
そ
の
こ
と
自
体
は
特
に
問
題
視
さ
れ
て
い
な
い
。
男
女
比
は
九
ニ
ー
九
三
年
以
降
は
女
性
が
男
性
を

大
法
官
法
学
教
育
及
び
行
動
助
言
委
員
会
提
案

A
C
L
E
C
の
新
ス
キ
ー
ム

A
C
L
E
C
が
九
六
年
四
月
に
公
表
し
た
「
法
学
教
育
及
び
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
の
第
一
レ
ポ
ー
ト
」
に
お
い
て
、
大
学
法
学
教
育
を
含
め
た
法
学

教
育
の
抜
本
的
な
改
革
案
が
提
示
さ
れ
た
。
こ
の
委
員
会
は
九

0
年
の
裁
判
所
及
び
法
律
業
務
法
一
九
条
に
基
づ
く
も
の
で
、
大
法
官
に
よ
り
任
命
さ
れ

る
議
長
を
含
む
一
七
名
よ
り
成
り
、
内
訳
は
、
貴
族
院
裁
判
官
ま
た
は
上
級
裁
判
官
を
議
長
と
し
、
循
環
裁
判
官
経
験
者
一
名
、
バ
リ
ス
タ
ニ
名
、
ソ
リ

シ
タ
ニ
名
、
法
学
教
師
経
験
者
二
名
、
非
法
律
家
九
名
で
あ
る
。

A
C
L
E
C
は
、
法
律
家
資
格
要
件
及
び
専
門
家
的
行
動
の
規
則
の
あ
ら
ゆ
る
局
面
に
つ
い
て

B
a
r
Council
及
び

L
a
w
Society
に
対
し
て
助
言
を

(25)

（

26) 

行
う
こ
と
が
で
き
る
。
新
ス
キ
ー
ム
が
関
係
諸
団
体
の
合
意
を
得
て
発
効
す
る
の
は
二

0
0
0
年
以
降
に
な
る
と
予
測
さ
れ
る
。
さ
ら
に
調
整
が
加
え
ら

れ
て
い
く
が
、
大
筋
に
お
い
て
こ
の
レ
ポ
ー
ト
の
提
案
を
受
け
入
れ
る
形
で
法
学
教
育
の
改
革
が
進
行
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。

新
ス
キ
ー
ム
の
特
徴
は
、
大
学
法
学
教
育
段
階
を
バ
リ
ス
タ
・
ソ
リ
シ
タ
で
共
通
の
も
の
と
し
て
、
実
質
的
に
一
年
間
程
度
延
長
を
行
い
、
そ
の
後
の

職
業
的
教
育
段
階
に
も
柔
軟
性
を
持
た
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
職
種
を
早
期
に
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
従
来
の
方
法
を
改
善
す
る
も
の
で
あ
る
。

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
法
律
家
養
成
教
育
＇
~
現
状
と
そ
の
未
来

四

上
回
る
よ
う
に
な
り
、
九
七
ー
九
八
年
は
女
性
五
一
％
男
性
四
九
％
で
あ
る
。

一
四
三

（
九
八
五
）



四 こ
の
新
ス
キ
ー
ム
に
よ
り
一
段
と
強
化
さ
れ
た
法
学
教
育
に
よ
っ
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
次
世
代
の
法
律
家
は
ま
す
ま
す
国
際
競
争
力
を
強
め
て
い
く
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。

基
本
方
針

(27) 

本
レ
ポ
ー
ト
は
、
そ
の
第
一
章
に
お
い
て
、
ニ
ー
世
紀
の
法
律
実
務
に
お
け
る
需
要
の
変
化
を
次
の
よ
う
に
診
断
す
る
。

ソ
リ
シ
タ
と
バ
リ
ス
タ
が
法
律
業
務
提
供
の
中
心
的
役
割
を
こ
れ
か
ら
も
果
た
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
が
、
知
識
及
び
技
術
を
よ
り
柔
軟
で
多
様
な

も
の
と
す
る
こ
と
に
よ
り
激
し
く
な
る
法
律
業
務
提
供
に
お
け
る
競
争
に
対
応
し
た
備
え
が
必
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、
裁
判
外
で
の
紛
争
解
決
へ
の

専
門
化
が
拡
大
す
る
状
況
に
お
い
て
は
、
特
に
将
来
の
法
律
家
が
未
熟
な
職
業
選
択
を
強
い
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
専
門
化
は
資

格
を
最
初
に
得
た
段
階
か
ら
後
の
継
続
的
教
育
に
よ
っ
て
果
た
さ
れ
る
ぺ
き
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
に
学
生
は
専
門
領
域
の
変
更
を
無
理
な
く
行
え
る

こ
う
し
た
目
的
は
、
よ
り
深
い
基
礎
的
な
法
律
知
識
の
教
授
と
同
様
に
、
応
用
可
能
な
技
術
と
専
門
家
に
共
通
の
価
値
観
の
訓
練
に
よ
っ
て
の
み

達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
し
た
法
律
知
識
は
、
欧
州
連
合
に
よ
る
制
定
法
及
び
判
例
の
操
作
、
大
陸
法
シ
ス
テ
ム
ヘ
の
初
歩
、
法
律
調
査
技

術
、
適
切
な
紛
争
解
決
方
法
等
の
知
識
を
含
む
。
ま
た
価
値
観
は
人
権
の
保
護
、
社
会
に
お
い
て
不
利
な
状
況
に
お
か
れ
て
い
る
人
々
へ
の
法
律
業

務
の
提
供
等
の
民
主
主
義
に
お
け
る
基
本
的
価
値
観
を
含
む
。

(28) 

レ
ポ
ー
ト
の
理
念
は
次
の
四
点
で
あ
る
と
さ
れ
ま
す
。

二
、
大
学
法
学
部
の
自
律
性

三
、
法
律
専
門
家
共
通
法
学
教
育

c
o
m
m
o
n
professional legal studies 

一
、
統
合
的
な
教
育
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

よ
う
健
全
な
一
般
的
基
礎
を
修
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

移
行
に
も
対
応
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

関
法
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大
学
法
学
部
に
お
い
て
提
供
さ
れ
る
コ
ー
ス
は
従
来
の
三
年
間
の
も
の
に
加
え
て
様
々
な
付
加
価
値
を
持
っ
た
四
年
間
の
も
の
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
お
り
、
多
様
化
し
て
き
て
い
る
。
そ
う
し
た
学
部
教
育
の
後
に
「
法
律
専
門
家
共
通
法
律
学

C
o
m
m
o
n
Professional L
e
g
a
l
 S
t
u
d
i
e
s
 

(
C
P
L
S
)
」
の
教
育
を
受
け
る
こ
と
を
バ
リ
ス
タ
・
ソ
リ
シ
タ
共
に
必
修
と
し
、
そ
の
終
了
資
格
と
し
て
「
法
律
専
門
家
資
格

Licentiate
in 
P
r
o
f
e
s
 ,
 

sional L
e
g
a
l
 S
t
u
d
i
e
s
 (Lie. P
L
S
)
」
と
い
う
新
た
な
学
位
を
設
け
る
提
案
が
さ
れ
て
い
る
。

(29) 

こ
の
法
律
家
共
通
教
育
の
利
点
と
し
て
次
の
四
点
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

四

に
よ
り
法
学
教
育
の
コ
ス
ト
削
減
が
果
た
せ
る
可
能
性
が
あ
る
。

法
律
専
門
家
共
通
法
律
学
コ
ー
ス
の
新
設

●
学
生
が
、
異
な
っ
た
法
律
専
門
家
間
に
お
け
る
未
熟
な
職
業
的
選
択
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
を
な
く
す
。

一
四
五

●
異
な
っ
た
専
門
家
の
教
育
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
知
識
や
技
術
の
重
複
す
る
領
域
が
疑
い
な
く
存
在
す
る
の
で
、
そ
の
部
分
を
共
通
化
す
る
こ
と

●
異
な
っ
た
専
門
職
間
の
相
互
理
解
を
向
上
さ
せ
、
職
務
に
お
け
る
よ
り
良
い
関
係
と
顧
客
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
も
た
ら
す
。

●
法
律
専
門
家
の
多
様
化
の
進
展
す
る
状
況
に
お
い
て
不
可
欠
な
共
通
の
倫
理
的
、
専
門
家
的
水
準
の
発
展
を
助
け
る
。

こ
れ
か
ら
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
法
曹
一
元
教
育
の
中
心
は
、
法
学
部
教
育
と
と
も
に
こ
の

C
P
L
S
を
中
心
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
コ
ー

ス
の
後
、
さ
ら
に

B
V
C
と
L
P
C
が
そ
れ
ぞ
れ
バ
リ
ス
タ
と
ソ
リ
シ
タ
に
な
る
た
め
に
要
求
さ
れ
る
。

C
P
L
S
の
コ
ー
ス
を
集
中
し
て
履
修
す
る
場

(30) 

合
一
五
ー
一
八
週
と
さ
れ
て
お
り
大
学
法
学
部
に
お
け
る
約
半
年
分
の
期
間
で
あ
る
が
、
教
育
が
高
密
度
で
法
律
に
関
し
て
の
み
行
わ
れ
る
こ
と
を
考
え

れ
ば
、
実
質
的
に
は
そ
れ
以
上
の
負
荷
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
四
年
間
の
大
学
法
学
部
の
コ
ー
ス
に

C
P
L
S
を
取
り
込
ん
だ
も
の
や
、
修
士
の

コ
ー
ス
に
そ
れ
を
取
り
込
ん
だ
も
の
を
設
定
す
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
さ
ら
に
そ
れ
に
加
え
て
、
バ
ー
職
業
教
育
課
程
B
V
D
や

法
律
実
務
課
程
L
C
P
の
内
容
も
組
み
込
ん
だ
法
学
部
の
コ
ー
ス
や
修
士
の
コ
ー
ス
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
教
育
提
供
機
関
は
、
ま
す
ま
す
大

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
法
律
家
養
成
教
育
ー
~
現
状
と
そ
の
未
来

四
、
多
数
の
法
学
教
育
へ
の
入
口
及
び
出
口
の
設
定

（
九
八
七
）



が
、
新
ス
キ
ー
ム
で
は
二
年
間
の
転
換
の
た
め
の
学
位
を
得
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
た
。

大
学
の
他
学
部
卒
業
生
は
こ
れ
ま
で
は

P
g
D
L¥
 CP
E
と
い
う
一
年
間
の
コ
ー
ス
を
終
え
る
こ
と
で
職
業
的
教
育
段
階
に
進
む
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た

新
ス
キ
ー
ム
に
お
い
て
も
最
短
距
離
を
選
べ
ば
、
バ
リ
ス
タ
に
な
る
場
合
、
三
年
の
法
学
部
教
育
、

四
・
五
法
学
教
育
の
充
実
と
長
期
化

四
•
四
他
学
部
卒
業
生
の
転
換
コ
ー
ス
の
強
化

ま
た
、
例
え
ば
B
V
C
の
後
に

G
T
A
に
よ
る
一
般
実
務
研
修
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
行
い
、
そ
れ
か
ら
進
路
変
更
し
て
ソ
リ
シ
タ
に
な
る
た
め

L
P
C
へ
と

進
む
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

い
も
の
と
な
る
。

四・＿――

一
五
ー
一
八
週
の
法
律
専
門
家
共
通
法
律
学
コ
ー

（
九
八
八
）

実
務
的
教
育
の
柔
軟
化
は
特
に
オ
ン
・
ザ
・
ジ
ョ
プ
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
最
初
の
六
ヶ
月
を
独
立
の
一
般
実
務
研
修
モ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
そ
の
設
定
時
期

を
学
生
に
任
せ
、
そ
の
間
は
将
来
の
職
種
を
決
め
ず
に
研
修
を
受
け
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
こ
と
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
る
。
法
律
家
共
通
教
育
C
P
L
S

終
了
後
、
学
生
は
希
望
に
よ
り
B
V
D
ま
た
は

L
P
C
へ
と
直
接
進
む
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
六
ヶ
月
の
一
般
実
務
研
修
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
将
来
の
職
業

を
定
め
ず
に
行
う
こ
と
も
で
き
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
実
務
の
状
況
を
実
際
に
見
て
か
ら
職
種
の
選
択
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
ま
た
学
生
は
連
合
王

国
内
だ
け
で
は
な
く
欧
州
連
合
の
他
の
構
成
国
に
お
け
る
様
々
な
実
務
の
現
場
に
お
い
て
実
習
を
受
け
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
段
階
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
引
き
受
け
る
機
関
と
の
契
約
は
「
一
般
的
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
協
定

g
e
n
e
r
a
l
training a
g
r
e
e
m
e
n
t
 (
G
T
 A)」
と
呼
ば
れ
将
来
の
職
種
を
特
定
し
な

法
律
家
養
成
教
育
の
過
程
に
お
け
る
柔
軟
性
の
増
加

学
が
中
心
と
な
っ
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

関
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あ
る
こ
と
が
自
覚
さ
れ
て
き
て
い
る
。

一
四
七

ス、

B
v
c
―
五
ー
一
八
週
、
一
般
実
務
研
修
六
ヶ
月
、

P
u
p
i
l
l
a
g
e
六
ヶ
月
で
、
従
来
と
同
じ
く
大
学
卒
業
後
約
二
年
間
で
バ
リ
ス
タ
の
資
格
を
得
る

こ
と
も
論
理
的
に
は
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
実
に
は
す
で
に
多
く
の
法
学
部
で
外
国
法
や
外
国
語
、
隣
接
領
域
な
ど
と
組
み
合
わ
せ
た
四
年
の
コ
ー

ス
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
さ
ら
に
、
法
律
専
門
家
共
通
法
律
学
コ
ー
ス
が
大
学
院
教
育
で
あ
る
修
士
の
コ
ー
ス
に
組
み
込
ま
れ
た
り
、

途
中
の
柔
軟
な
進
路
変
更
の
可
能
性
な
ど
に
よ
り
、
将
来
的
に
法
律
家
養
成
教
育
の
期
間
は
従
来
よ
り
か
な
り
長
期
化
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

他
学
部
卒
業
生
が
法
律
家
に
な
る
場
合
も
上
記
の
よ
う
に
ほ
ぼ
確
実
に
一
年
間
長
く
期
間
を
要
す
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
法
学
教
育
が
充
実
す
る
中

で
最
短
の
ル
ー
ト
を
選
び
続
け
る
者
の
数
は
減
少
し
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。
教
育
が
健
全
に
機
能
し
て
い
る
限
り
、
長
期
の
教
育
は
そ
れ
に
見
合
っ
た
能

カ
の
向
上
を
も
た
ら
す
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
、
長
期
の
教
育
と
そ
れ
が
も
た
ら
す
高
学
歴
は
就
職
を
有
利
に
進
め
る
た
め
の
強
力
な

武
器
と
な
る
。
社
会
に
お
い
て
法
律
の
役
割
が
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
り
法
律
業
務
は
ま
す
ま
す
専
門
化
・
高
度
化
を
加
速
し
、

E
uに
お
け
る
市
場
統
合

の
一
層
の
進
展
は
法
律
業
務
の
競
争
を
激
化
さ
せ
て
い
く
。
こ
う
し
た
状
況
の
進
展
を
踏
ま
え
、
法
律
実
務
家
と
な
る
者
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
実
力
を
つ

様
々
な
工
夫
に
よ
る
法
学
教
育
の
多
様
化
は
、
大
学
法
学
部
の
主
導
に
よ
り
今
後
ま
す
ま
す
進
展
す
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
単
な
る
思
い

付
き
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
将
来
の
法
律
業
務
の
動
向
を
と
ら
え
た
実
り
あ
る
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
は
明
確
で
大

き
な
現
実
の
法
律
業
務
に
対
す
る
需
要
が
存
在
し
、
新
し
い
能
力
を
身
に
つ
け
た
法
律
家
の
誕
生
を
社
会
が
実
際
に
必
要
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ

れ
は
社
会
の
様
々
な
ニ
ー
ズ
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
に
対
応
で
き
る
柔
軟
な
法
律
家
で
あ
り
、

E
uに
お
け
る
法
シ
ス
テ
ム
や
言
語
の
壁
を
も
の
と
も
せ
ず
に
乗

り
越
え
る
こ
と
の
で
き
る
能
力
を
持
っ
た
法
律
家
で
あ
り
、
そ
し
て
世
界
の
法
律
業
務
市
場
に
お
い
て
勝
ち
残
る
競
争
力
を
持
っ
た
法
律
家
で
あ
る
と
い

え
る
。
こ
れ
は
決
し
て
未
来
に
お
け
る
理
想
の
法
律
家
を
想
定
し
て
の
議
論
で
は
な
く
、
本
当
に
明
日
か
ら
で
も
必
要
と
さ
れ
る
現
実
性
を
帯
び
た
問
題

で
あ
り
、
法
学
教
育
に
お
け
る
緊
急
で
実
践
的
な
課
題
で
あ
る
。
そ
し
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
、
法
律
業
務
は
非
常
に
国
際
競
争
力
の
あ
る
成
長
産
業
で

し
か
し
、
そ
う
し
た
現
実
の
要
求
に
十
分
に
対
応
す
る
た
め
に
、
法
律
家
養
成
教
育
に
お
い
て
実
務
的
側
面
を
強
調
す
る
方
向
へ
と
流
れ
が
集
中
し
て

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
法
律
家
養
成
教
育
ー
ー
＇
現
状
と
そ
の
未
来

け
て
い
く
こ
と
の
必
要
性
が
強
く
認
識
さ
れ
て
き
て
い
る
。

（
九
八
九
）
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い
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
逆
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
法
学
部
段
階
の
教
育
に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
に
お
い
て
引
用
さ
れ
た

O
l
i
v
e
r
教
授

「
リ
ベ
ラ
ル
な
教
育
の
目
的
は
、
学
生
が
単
に
知
る
こ
と
、
ま
た
は
〈
h
o
w
to
〉
を
知
る
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
な
ぜ
事
物
が
そ
の
よ
う
で

あ
り
、
な
ぜ
そ
れ
ら
が
違
い
得
る
か
を
理
解
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
主
題
に
つ
い
て
の
深
遠
な
接
近
方
法
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
方
法
に
お
い
て
、
学
生
は
あ
る
主
題
に
お
け
る
理
念
を
他
の
も
の
と
関
係
付
け
る
よ
う
試
み
る
必
要
が
あ
る
。
読
ん
だ
も
の
を
、
資
料
に
問
い

(31) 

か
け
、
関
連
を
見
出
し
、
関
心
か
ら
出
た
探
求
の
筋
を
追
跡
す
る
こ
と
に
よ
り
、
理
解
す
る
よ
う
試
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

そ
し
て
こ
う
し
た
考
え
は
法
学
教
育
全
般
の
目
的
に
お
い
て
も
強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
に
次
の
著
述
を
見
出
す
こ
と
が
で

「
リ
ベ
ラ
ル
で
人
間
的
な
法
学
教
育
と
は
、
学
生
が
受
動
的
で
は
な
く
能
動
的
に
学
習
に
取
り
組
む
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
そ
し
て
、
一
貫
性
の
あ

る
統
合
さ
れ
た
過
程
の
一
部
と
し
て
問
題
の
徹
底
的
で
意
義
深
い
研
究
の
方
法
に
よ
り
、
知
的
成
長
を
遂
げ
る
の
を
可
能
に
す
る
こ
と
を
意
味
し
ま

す
。
さ
ら
に
、
そ
れ
は
適
切
で
明
確
な
諸
技
術
の
学
習
が
、
実
践
的
知
識
と
論
理
的
理
解
を
結
合
す
る
方
法
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
ま

(32) 
す。」

A
C
L
E
C
の
提
案
す
る
法
学
教
育
の
新
ス
キ
ー
ム
は
決
し
て
実
務
万
能
主
義
や
専
門
化
•
特
殊
化
教
育
の
徹
底
に
偏
る
こ
と
な
く
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
真
の
意
味
で
の
柔
軟
性
と
高
い
能
力
を
備
え
た
法
律
家
の
養
成
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
調
和
の
と
れ
た
ス
キ
ー
ム
が
提

示
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
は
、
大
学
法
学
教
師
協
会

S
P
T
L
の
活
動
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
大
学
法
律
家
が
法
学
教
育
を
大
学
教
育
と
し
て
位
置
付
け

て
い
く
た
め
に
展
開
し
て
き
た
徹
底
し
た
議
論
の
成
果
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
そ
の
一
方
で
法
律
実
務
家
達
が
新
た
な
実
務
状
況

を
的
確
に
把
握
し
法
学
教
育
に
お
け
る
本
質
的
な
問
題
を
鋭
く
見
抜
く
能
力
を
持
ち
合
わ
せ
て
お
り
、
そ
の
共
通
認
識
が
調
和
の
と
れ
た
ス
ケ
ー
ル
の
大

き
な
法
学
教
育
構
想
を
描
く
こ
と
を
可
能
に
し
た
と
い
う
点
も
非
常
に
重
要
な
意
義
を
持
つ
。

き
ま
す
。

の
次
の
著
述
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
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一
四
九

本
稿
に
関
係
す
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
状
況
に
大
き
な
変
化
が
起
こ
り
つ
つ
あ
る
の
で
、
校
正
時
に
お
い
て
、
不
完
全
な
が
ら
急
逮
追
補
を
作
成
し
た
。

ま
ず
、

A
s
s
e
s
s
to Justice A
c
t
 1
9
9
9

が
成
立
し
た
こ
と
に
よ
り
、
大
法
官
法
学
教
育
及
び
行
動
序
言
委
員
会
A
C
L
E
C
は
廃
止
さ
れ
、
二

0
0
0

年
一
月
一
日
よ
り
法
律
業
務
諮
問
パ
ネ
ル

(Legal
Services Consultative Panel)

が
設
け
ら
れ
た
。

A
C
L
E
C
は
九

0
年
の
「
裁
判
所
及
び
法

律
業
務
法
」
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
が
、
法
律
関
係
の
様
々
な
利
益
団
体
の
注
意
深
い
バ
ラ
ン
ス
考
慮
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
構
成
員
か
ら
成
る
た
め
、
法

律
業
務
に
関
す
る
思
い
切
っ
た
変
革
を
行
え
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
九
八
年
に
大
法
官
部
が
公
表
し
た

Consulting
P
a
p
e
r
「
法
廷
弁
論

及
び
訴
訟
遂
行
権
」
に
お
い
て
、
簡
素
化
さ
れ
た
合
意
手
続
が
提
案
さ
れ
た
。
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
、

A
C
L
E
C
に
代
わ
っ
て
、
広
範
な
政
策
を
扱

う
の
で
は
な
く
、
提
示
さ
れ
た
変
革
を
実
施
す
る
の
に
必
要
な
専
門
的
助
言
を
提
供
す
る
こ
と
に
焦
点
を
置
い
た
よ
り
少
人
数
の
組
織
を
設
け
る
こ
と
が

提
案
さ
れ
、
そ
れ
を
受
け
て
こ
の
法
律
業
務
諮
問
パ
ネ
ル
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
法
律
業
務
改
革
に
つ
い
て
、
大
法
官
は
、
こ
の
パ
ネ
ル
や

公
正
取
引
庁
長
官
に
直
接
意
見
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
を
考
慮
す
る
義
務
を
負
う
が
、
そ
れ
に
拘
束
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

A
c
c
e
s
s
 to Justice A
c
t
に
お
い
て
、
法
廷
弁
論
権
を
有
す
る
者
の
範
囲
は
大
幅
に
拡
張
さ
れ
、
原
則
と
し
て
全
て
の
ソ
リ
シ
タ
に
も
開
放
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
様
々
な
政
治
的
な
経
緯
は
あ
っ
た
に
せ
よ
、
九
六
年
の
法
学
教
育
に
関
す
る
第
一
レ
ポ
ー
ト
の
時
点
で
は
、
バ
リ
ス
タ
と
ソ
リ
シ
タ
の
二

元
性
を
将
来
に
お
い
て
も
維
持
し
て
い
く
こ
と
は
そ
の
大
前
提
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
こ
の
レ
ポ
ー
ト
で
提
示
さ
れ
た
法
学
教
育
改
革
案
が
そ
の
後
事

実
上
凍
結
さ
れ
た
の
は
、
バ
リ
ス
タ
と
ソ
リ
シ
タ
と
の
業
務
内
容
に
大
き
な
差
が
生
じ
て
い
る
た
め
、
レ
ポ
ー
ト
の
骨
子
の
―
つ
で
あ
っ
た
、
バ
リ
ス
タ

と
ソ
リ
シ
タ
の
教
育
内
容
の
共
通
化
を
促
進
す
る
こ
と
が
、
困
難
に
な
っ
た
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
現
象
を
表
面
的
に
捉
え
、
法
律
業
務
の

フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
が
生
じ
て
い
る
と
す
る
説
明
は
一
見
も
っ
と
も
ら
し
い
が
、
そ
れ
は
恐
ら
く
現
実
を
取
り
逃
が
し
て
い
る
。
筆
者
は
、
む
し
ろ
最
近
に
お

け
る
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る
法
律
業
務
の
急
進
展
に
着
目
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
特
定
の
企
業
顧
客
の
幅
広
い
法
律
業
務
の
必
要
性
に
応
え
る
に
は
、

訴
訟
手
続
に
入
る
以
前
か
ら
、
そ
の
企
業
を
取
り
巻
く
諸
状
況
に
つ
い
て
幅
広
い
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
企
業
の
総
合
的

な
法
務
戦
略
の
一
局
面
と
し
て
、
訴
訟
を
捉
え
る
こ
と
の
必
要
性
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
従
来
の
ソ
リ
シ
タ
・
バ
リ
ス
タ
ニ
元
制
度
が
整
合
的
と
は
い
え

[
追
補
]

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
法
律
家
養
成
教
育
現
状
と
そ
の
未
来

（
九
九
一
）



も
将
来
的
に
は
変
容
し
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
は
、
ソ
リ
シ
タ
を
一
般
医
的
な
役
割
を
果
た
す
法
律
家
と
し
て
捉
え
、
顧
客
が
持
ち
込
ん
だ
紛
争
が
ソ
リ
シ
タ
の
手
に
負
え
な
い
場
合
や
、
拗
れ

た
場
合
に
、
最
終
的
な
外
科
手
術
を
施
す
専
門
医
と
し
て
バ
リ
ス
タ
が
そ
の
執
刀
の
み
を
担
当
す
る
と
い
う
、
伝
統
的
な
法
律
家
二
元
制
度
の
役
割
分
担

の
図
式
に
当
て
は
ま
ら
な
い
、
新
た
な
法
律
業
務
形
態
の
展
開
で
あ
る
。
ロ
ン
ド
ン
の
シ
テ
ィ
の
大
ロ
ー
フ
ァ
ー
ム
の
活
況
は
、
こ
う
し
た
状
況
に
拍
車

を
か
け
る
も
の
と
な
っ
た
。
そ
う
し
た
必
要
性
が
広
が
る
中
で
、
法
廷
弁
論
権
を
バ
リ
ス
タ
の
み
に
与
え
る
こ
と
は
実
質
的
な
競
争
制
限
と
し
て
の
色
彩

を
強
く
す
る
。
競
争
的
環
境
は
、
市
場
の
必
要
性
に
逸
早
く
柔
軟
に
反
応
で
き
る
法
律
業
務
を
育
成
す
る
上
で
不
可
欠
の
も
の
で
あ
る
。

公
共
的
な
視
点
か
ら
見
て
、
こ
う
し
た
状
況
の
進
展
に
よ
っ
て
最
も
危
険
に
晒
さ
れ
て
い
る
の
は
、
バ
リ
ス
タ
を
少
人
数
の
独
立
的
司
法
エ
リ
ー
ト
集

団
と
し
て
確
保
す
る
こ
と
に
よ
り
守
ら
れ
て
き
た
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
誇
り
高
き
司
法
文
化
の
独
立
で
あ
ろ
う
。
法
廷
実
務
経
験
者
が
広
く
裁
判
官
任
官

の
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
に
よ
り
、
裁
判
官
を
全
て
バ
リ
ス
タ
か
ら
選
任
す
る
と
い
う
意
味
で
の
法
曹
一
元
、
す
な
わ
ち
「
バ
ー
と
ベ
ン
チ
の
一
体
性
」

こ
う
し
た
変
化
を
他
面
か
ら
見
れ
ば
、
法
律
が
扱
う
社
会
的
問
題
の
拡
大
が
、
訴
訟
と
い
う
場
面
に
限
定
し
て
も
、
最
早
、
単
一
の
司
法
文
化
の
中
で

純
粋
培
養
的
に
養
成
さ
れ
た
司
法
エ
リ
ー
ト
の
支
配
を
不
可
能
に
し
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
は
、
バ
リ
ス
タ
に
限
定
す
れ
ば
、
伝
統
的
な
文

化
の
衰
退
を
意
味
す
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
法
化
の
進
展
と
司
法
の
拡
充
と
い
う
視
点
か
ら
、
あ
る
い
は
社
会
に
お
け
る
着
実
な
「
法
の
支
配
」

の
進
展
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
む
し
ろ
積
極
的
に
評
価
す
べ
き
点
も
大
き
い
。

問
題
は
、
特
に
ア
メ
リ
カ
と
の
比
較
に
お
い
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
司
法
の
美
点
と
さ
れ
て
い
た
、
経
済
的
勢
力
に
よ
る
直
接
的
影
響
か
ら
の
独
立
が
今
後

ど
の
よ
う
に
守
ら
れ
て
い
く
か
で
あ
ろ
う
。
ソ
リ
シ
タ
が
法
廷
に
立
つ
こ
と
は
、
業
務
の
性
格
上
、
同
一
の
利
益
を
常
時
弁
護
す
る
立
場
に
陥
り
や
す
い
。

特
に
、
企
業
を
顧
客
と
す
る
大
フ
ァ
ー
ム
に
お
い
て
は
、
そ
う
し
た
顧
客
に
特
化
し
た
訴
訟
実
務
を
提
供
す
る
と
い
う
側
面
が
強
ま
る
。
ま
た
、
そ
れ
に

対
抗
す
る
意
味
で
、
消
費
者
を
代
表
す
る
フ
ァ
ー
ム
も
生
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
。
法
廷
が
、
政
治
的
争
い
の
場
に
成
り
下
が
る
危
険
性
は
増
加
す
る
。
そ
し

て
、
バ
リ
ス
タ
が
顧
客
と
の
接
触
を
最
小
限
に
保
ち
、
特
定
の
社
会
的
利
益
に
対
し
て
中
立
的
な
立
場
を
維
持
し
て
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
き

な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
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一五

た
裁
判
の
中
立
性
と
そ
れ
を
基
盤
と
す
る
法
律
家
全
体
を
包
み
込
む
強
靭
な
文
化
的
一
体
感
、
そ
し
て
市
民
の
司
法
に
対
す
る
高
い
信
頼
、
と
い
っ
た
掛

け
替
え
の
な
い
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
司
法
シ
ス
テ
ム
の
美
点
を
揺
る
が
す
危
険
性
を
内
包
し
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

他
方
で
、
欧
州
連
合
内
に
お
け
る
法
律
家
の
自
由
移
動
も
現
実
の
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
二

0
0
0年
三
月
に
発
効
す
る

E
u
r
o
p
e
a
n
R
i
g
h
t
s
 o
f
 

E
s
t
a
b
l
i
s
h
m
e
n
t
 Directive
に
よ
っ
て
、

E

u
の
法
律
家
は
そ
の
何
れ
か
の
国
に
お
い
て
取
得
し
た
法
律
家
資
格
を
も
っ
て
欧
州
連
合
の
ど
こ
に
お
い
て

も
、
三
年
間
の
受
入
国
の
法
律
実
務
経
験
を
有
し
、
権
限
あ
る
団
体
に
登
録
す
れ
ば
、
無
試
験
で
受
入
国
で
の
完
全
な
法
律
家
資
格
を
認
め
ら
れ
る
。

デ
ッ
ド
ラ
イ
ン
の
三
月
一
四
日
を
目
前
に
、
連
合
王
国
で
は
政
府
に
よ
る
最
終
的
準
備
が
手
間
取
っ
て
お
り
、
指
令
の
施
行
が
遅
れ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
。
施
行
さ
れ
れ
ば
、
新
た
に
設
置
さ
れ
た
法
律
業
務
諮
問
パ
ネ
ル
は
法
律
家
に
関
す
る
規
則
の
調
整
に
つ
い
て
非
常
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ

と
に
な
ろ
う
。
そ
う
し
た
激
動
の
中
で
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
法
律
家
達
が
、
伝
統
に
根
差
し
た
柔
軟
性
を
生
か
し
な
が
ら
ど
の
よ
う
に
荒
波
を
乗
り
越
え

て
い
く
の
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
は
、
心
配
よ
り
も
、
む
し
ろ
期
待
を
も
っ
て
見
守
り
た
い
。

法
律
業
務
の
国
際
的
な
自
由
化
は
、
わ
が
国
に
と
っ
て
も
、
最
早
、
よ
そ
事
で
は
な
い
。
二

0
0
0年
か
ら

W
T
0
の
新
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、
サ
ー

ビ
ス
貿
易
の
一
っ
と
し
て
弁
護
士
制
度
の
自
由
化
が
交
渉
の
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
外
弁
法
の
厚
い
壁
に
阻
ま
れ
な
が
ら
も
、
著
名
外
国
法
律

事
務
所
も
様
々
な
形
で
わ
が
国
の
法
律
サ
ー
ビ
ス
市
場
に
進
出
し
つ
つ
あ
る
。

法
律
学
教
師
が
法
律
家
と
い
う
職
業
に
対
し
て
抱
く
イ
メ
ー
ジ
は
、
現
在
の
法
学
部
学
生
が
、
法
律
及
び
法
律
家
に
対
す
る
認
識
へ
と
否
応
無
し
に
拡

大
再
生
産
さ
れ
て
い
く
。
今
日
の
法
科
大
学
院
構
想
を
実
務
教
育
の
偏
重
と
捉
え
る
意
見
が
わ
が
国
に
根
強
い
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
私
達
が
法
律
家
と
い

う
職
業
に
対
し
て
抱
く
偏
見
の
結
果
で
あ
ろ
う
。
ニ
―
世
紀
の
法
律
家
に
課
せ
ら
れ
た
責
任
の
重
さ
を
思
え
ば
、
彼
ら
の
養
成
教
育
制
度
の
整
備
が
、
狭

い
意
味
で
の
実
務
偏
重
で
成
し
遂
げ
ら
れ
な
い
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
自
明
で
あ
る
。
現
在
、
地
球
規
模
で
生
じ
て
い
る
法
律
業
務
の
変
化
の
動
向
と
そ
れ
を

突
き
動
か
す
原
動
力
に
つ
い
て
、
私
達
は
総
力
を
尽
く
し
て
迅
速
に
解
読
し
、
日
本
の
未
来
を
託
す
法
律
家
達
が
向
か
う
べ
き
正
し
い
方
向
性
を
示
す
思

い
責
任
を
負
っ
て
い
る
。
法
学
教
育
改
革
及
び
法
科
大
学
院
構
想
は
、
基
礎
法
・
実
定
法
間
の
勢
力
争
い
の
問
題
な
ど
で
は
な
く
、
人
類
の
未
来
と
い
う

キ
ャ
ン
バ
ス
に
、
法
律
と
い
う
社
会
文
化
を
絵
の
具
と
し
て
、
ど
う
い
う
未
来
像
を
描
く
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
、
法
律
学
教
師
全
員
に
厳
し
く
突
き

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
法
律
家
養
成
教
育
1

現
状
と
そ
の
未
来

（
九
九
三
）



二 -二三 三こ

大学法学部 (3-4年］
[ Quallfying Law Degree: 
法律家資格のための法律学位］

通常学位名はLL.B.(含む：必修7科目）

付
け
ら
れ
た
挑
戦
状
で
あ
る
と
受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

関
法
第
四
九
巻
第
六
号

法律実務課程

LPC: Legal Practice Course 
(1年］

(College of Law, 大学法学部等）

Trainee Contract: 
Trainee Solicitor 
[2年間］

（ソリシタの事務所）

＊＊有給

バー職業課程

BVC: Bar Vocational 
Course [一年］
UCLS. College of Law, 
大学法学部等）

Inns of 
Courtで
の補充的

教育

一
五

（
九
九
四
）



(
1
)

関
西
大
学
法
学
論
集
四
八
巻
二
号
三
三
頁
以
下
(
-
九
九
八
）
。

(
2
)

ソ
リ
シ
タ
も
上
級
裁
判
所
以
外
で
は
法
廷
弁
論
を
行
う
資
格
を
有
し
て
お
り
、
現
在
一
定
の
法
廷
弁
護
の
経
験
を
有
す
る
ソ
リ
シ
タ
に
は
、
幾

つ
か
の
試
験
を
受
け
て
上
級
裁
判
所
に
お
け
る
法
廷
弁
論
権
を
得
る
道
も
開
か
れ
て
い
る
。

(
3
)

現
在
は
主
と
し
て
進
学
率
の
増
加
に
よ
り
、
家
庭
の
経
済
状
況
に
応
じ
て
学
費
を
一
部
負
担
す
る
こ
と
も
要
求
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か

し
、
負
担
の
最
高
限
度
額
が
一

0
0
0
ポ
ン
ド
（
二

0
万
円
程
度
）
で
あ
り
、
現
在
で
も
日
本
に
比
較
し
て
か
な
り
恵
ま
れ
た
状
況
に
あ
る
。

(
4
)
 
P
e
t
e
r
 Birks, C
o
m
p
u
l
s
o
r
y
 S
u
b
j
e
c
t
s
:
 
W
i
l
l
 t
h
e
 S
e
v
e
n
 F
o
u
n
d
a
t
i
o
n
 e
v
e
r
 C
r
u
m
b
l
e
?
,
 
[1995] 
1
 W
e
b
 J
C
L
I
.
 

(
5
)
 
N
o
t
i
c
e
 t
o
 L
a
w
 S
c
h
o
o
l
s
 R
e
g
a
r
d
i
n
g
 Full ,
 
t
i
m
e
 Q
u
a
l
i
f
y
i
n
g
 L
a
w
 D
e
g
r
e
e
 (Issued Jointly b
y
 t
h
e
 L
a
w
 S
o
c
i
e
t
y
 a
n
d
 t
h
e
 C
o
u
n
c
i
l
 

of L
e
g
a
l
 E
d
u
c
a
t
i
o
n
 J
a
n
u
a
r
y
 1
9
9
5
)
 (
S
e
e
 Birks, o
b
 cit, 
A
p
p
e
n
d
i
x
)
 

四
年
間
の
課
程
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
八
分
の
三
以
上
、
二
四
分
の
七
以
上
と
な
る
必
要
が
あ
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
大
学
に
お
い
て
は
一
般
教
育

は
な
い
が
、
欧
州
連
合
の
進
展
を
踏
ま
え
て
外
国
法
や
外
国
語
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
を
組
み
合
わ
せ
た
コ
ー
ス
や
、
経
済
学
、
会
計
学
、
政
治
学
、

社
会
学
な
ど
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
を
組
み
合
わ
せ
た
コ
ー
ス
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

(
6
)

例
え
ば
、
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
大
学
の
一
年
生
の
場
合
、
法
律
技
法
、
憲
法
、
刑
法
、
契
約
法
、
不
動
産
法
を
修
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
7
)
 
T
r
e
n
d
s
 in t
h
e
 Solicitors'Profession: 
A
n
n
u
a
l
 Statistical R
e
p
o
r
t
 1998, 59. 

(
8
)
 
s
u
p
r
a
 n
o
t
e
 4, 
76. 

(
9
)

こ
れ
ら
の
コ
ー
ス
の
学
費
は
九
七
年
段
階
で
二
五

O
O
I三
五
五

0
ポ
ン
ド
と
さ
れ
、
通
常
の
大
学
の
コ
ー
ス
の
約
半
分
の
費
用
で
あ
る
。

(10) 
s
u
p
r
a
 n
o
t
e
 4, 
5
2
 ,
 53. 

(11) 
P
 Birks, S
h
o
r
t
 ,
 
Cuts, in R
e
v
i
e
w
i
n
g
 L
e
g
a
l
 E
d
u
c
a
t
i
o
n
 (
O
x
f
o
r
d
 U
 P, 
1994)・ 

(12) 
T
h
e
 L
a
w
 Society, T
h
e
 S
t
u
d
e
n
t
s
 G
u
i
d
e
 t
o
 Qualification a
s
 a
 Solicitor, S
e
p
t
 1997, I
s
s
u
e
 N
o
 3, 
16 ,
 
17. 

(13)

九
七
ー
九
八
年
に
ソ
リ
シ
タ
と
な
っ
た
五
六
八
五
人
の
う
ち
、
実
に
一
六
七
八
人
が
こ
の
ル
ー
ト
を
経
由
し
て
い
る
。

(
1
4
)
I
C
L
S

（
七
五

0
名）、

C
o
l
l
e
g
e
of L
a
w
 (
―
二

0
名）、

B
P
P
L
a
w
 S
c
h
o
o
l
 
(
―
二

0
名
）
他
、
五
つ
の
大
学
（
三
六

0
名
）
で
供
給

さ
れ
て
い
る
。
バ
リ
ス
タ
の
教
育
は
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
が
進
み
に
く
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
大
学
の
参
入
も
増
加
し
て
き
た
。

(15) 
L
C
A
C
L
E
C
,
 1st R
e
p
o
r
t
 o
n
 L
e
g
a
l
 E
d
u
c
a
t
i
o
n
 1996, 156. 

(16) 
S
t
e
p
s
 to t
h
e
 B
a
r
,
 3
;
 
1st R
e
p
o
r
t
,
 156. 

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
法
律
家
養
成
教
育
ー
—
_
現
状
と
そ
の
未
来

一
五
三

（
九
九
五
）



(17)

大
学
に
お
い
て
行
わ
れ
る
場
合
で
も
、
通
常
は
実
務
経
験
の
あ
る
人
が
教
育
を
担
当
す
る
。
た
だ
し
、
成
績
評
価
は
大
学
の
責
任
で
行
う
。

L

P

C
を
開
設
す
る
に
は
、

L
a
w
S
o
c
i
e
t
y
の
審
査
を
受
け
許
可
を
得
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

(18)

こ
の
機
会
に
早
く
も
将
来
の

pupillage
の
た
め
の
実
質
的
な
選
考
を
行
う
チ
ャ
ン
バ
ー
も
あ
る
と
さ
れ
る
。

(Steps
to t
h
e
 Bar, 5.) 

(19) 
P
u
p
i
l
l
a
g
e
 A
p
p
l
i
c
a
t
i
o
n
 C
l
e
a
r
i
n
g
 H
o
u
s
e
 :
 

(20)

こ
の
コ
ー
ス
は
集
中
的
に
終
え
る
に
は
二

0
日
間
か
か
る
。
内
容
は
以
下
の
五
つ
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
か
ら
な
る
。
弁
護
及
び
口
頭
に
よ
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
会
計
（
九
八
年
九
月
か
ら
は
財
政
的
自
覚
及
び
ビ
ジ
ネ
ス
会
計
）
、
投
資
業
務
、
個
人
業
務
管
理
、
専
門
家
的
行
動
。

(
T
h
e

L
a
w
 Society, T
h
e
 S
t
u
d
e
n
t
s
 G
u
i
d
e
 t
o
 Qualification a
s
 a
 Solicitor ,
 Se

p
t
 1997, Issue N
 0
3
"
 32.) 

(21) 
S
 C
a
s
e
y
,
 T
r
a
i
n
i
n
g
 w
i
t
h
 a
 large firm, in L
e
g
a
l
 P
r
o
f
e
s
s
i
o
n
 98, 57. 

(
2
2
)
0
 p
 cit, 
56. 

(23) 
P
 T
r
i
m
,
 T
r
a
i
n
i
n
g
 contract w
i
t
h
 a
 sm
a
l
l
e
r
 firm, L
e
g
a
l
 P
r
o
f
e
s
s
i
o
n
 98, 61-63. 

(24)

年
齢
的
な
ピ
ー
ク
は
男
女
と
二
六
ー
ニ
八
歳
。
―
―

1
0
歳
台
で
資
格
を
取
得
す
る
者
も
全
体
の
二

0
％
を
超
え
る
。

T
h
e
L
a
w
 Society, 

T
r
e
n
d
s
 in t
h
e
 Solicitors'Profession :
 An
n
u
a
l
 Statistical R
e
p
o
r
t
 1996, 76. 

(25)

裁
判
所
及
び
法
律
業
務
法
一
九
九

0
、
S
c
h
.
2, 
s. 
5. 

(26) 
1st R
e
p
o
r
t
,
 s
u
p
r
a
 n
o
t
e
 15, at 5. 

(27) 
1st R
e
p
o
r
t
,
 s
u
p
r
a
 n
o
t
e
 15, at 
18-19. 

(28) 
B
 H
e
p
p
l
e
,
 A
C
L
E
C
'
s
 First R
e
p
o
r
t
:
 
F
o
u
r
 C
e
n
t
r
a
l
 Ideas, S
P
T
L
 R
e
p
o
r
t
e
r
 N
o
 13, 
W
i
n
t
e
r
 1996, 2-5. H
e
p
p
l
e
教
授
は
A
C
L
E

C
の
委
員
と
し
て
レ
ポ
ー
ト
作
成
作
業
に
加
わ
っ
た
。

(29) 
1st R
e
p
o
r
t
,
 73. 

(30)

現
在
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
大
学
は
半
期
一
五
週
の
ニ
セ
メ
ス
タ
ー
制
が
標
準
的
で
あ
る
。

(31) 
D
 Oliver, T
e
a
c
h
i
n
g
 a
n
d
 L
e
a
m
i
n
g
 L
a
w
:
 P
r
e
s
s
u
r
e
s
 o
n
 t
h
e
 Liberal L
a
w
 D
e
g
r
e
e
,
 in B
i
r
k
s
 ed, R
e
v
i
e
w
i
n
g
 L
e
g
a
l
 E
d
u
c
a
t
i
o
n
,
 

(
O
x
f
o
r
d
 U
P
,
 1994), 78. cited in 1st R
e
p
o
r
t
,
 56. 

(32) 
1st R
e
p
o
r
t
,
 23. 

関

法

第

四

九

巻

第

六

号

一
五
四
（
九
九
六
）




